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本資料に記載されている業績⾒通し等の将来に関する記述は、当社が現在⼊⼿している
情報及び合理的であると判断する⼀定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因
により⼤きく異なる可能性があります。これらの記述または前提（仮定）が、客観的には
不正確であったり、または将来実現しないという可能性があります。

また、本書に記載されている当社グループ以外の企業等にかかわる情報は、公開情報等
から引⽤したものであり、かかる情報の正確性・適切性等について保証するものではあり
ません。

マークラインズ株式会社
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2025年12⽉期の総括
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1. 事業環境について
① 中国メーカーの躍進

中国の⾃動⾞メーカーが国内外で販売を急伸させ、世界販売台数で
⾸位に躍り出る⼀⽅、⽇本メーカーはこの数年間、販売台数で停滞
が続いている。こうした状況は、連結売上⾼のおよそ７割を⽇系関
連企業が占める当社の業績にも影響を与えた。

（単位︓千台/年）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

メーカー別の世界販売台数

中国メーカー 日本メーカー 欧州メーカー 米国メーカー その他(インド等)メーカー



Copyright © 2026 MarkLines Co., Ltd. All Rights Reserved

2025年12⽉期の総括

6

② 国・地域で異なるパワートレイン動向
パワートレイン（BEV、PHV、HV、ICEなど）の世界的動向を⾒ると、
中国では電動化が進展する⼀⽅、⽇本、⽶国では電動化の進展は限定的。
また、欧州では2035年以降もエンジン⾞の販売を条件付きで認めるなど
政策に変化が⾒られる。
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【主要15カ国計の電気⾃動⾞及びHVシェア】

【国別の電気⾃動⾞及びHVシェア】

⽇本 中国

アメリカ ドイツ
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③ SDV（Software-Defined Vehicle）の進展状況
2025年12⽉期の総括

AIによる技術⾰新を背景に、⽶国や中国メーカーでは⾃動運転技術の実装や商⽤
化に向けた取り組みが進みつつある。また、中国ではBaidu, HUAWEI, Alibaba
などのIT企業が開発したOSを活⽤するモデルが増加している。このような流れ
を受け、SDV化は引き続き加速している。
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2025年12⽉期の総括
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④ ⽶国による関税政策の影響
相互関税適⽤とは別枠で⾃動⾞に課された関税により、⾃動⾞/部品メ
ーカーの収益環境には影響が⽣じている。⽇⽶間の新関税率は４⽉３
⽇適⽤開始の関税率よりも12.5％引き下げられたものの、引き続き⾃
動⾞/部品メーカーの事業環境は⼀定の制約が残ると⾒込まれる。

• ⽶国輸⼊⾃動⾞に賦課される関税率

各国-⽶国間の
関税交渉合意後

⾃動⾞・⾃動⾞部品
に関する追加関税

発効後

⾃動⾞・⾃動⾞部品
に関する追加関税

発効前
国

15.0％27.5％2.5％⽇本

37.5％47.5％22.5％中国

15.0％27.5％2.5％欧州（EU）

10％（10万台まで）27.5％2.5％欧州（UK）
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2. ⽣成AI検索機能の開発本格化
2025年下半期より、⽣成AIを活⽤した検索機能の開発を本格化。外
部ベンダーの活⽤および社内リソースの集中投⼊により2026年1⽉に
「マークラインズ⽣成AI β版」として提供を開始した。
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3. 情報プラットフォーム既存契約における価格改定
サービスの提供開始以来20年以上に亘って利⽤料⾦を据え置いてき
たが、提供サービスの著しい向上および他社との価格⽐較を踏まえ既
存契約についても12⽉より順次価格改定に踏み切った。

ご利⽤⼈数/年額料⾦（旧年額料⾦）
通貨

2⼈まで4⼈まで10⼈まで20⼈まで21⼈以上

600,000
（480,000）

780,000
（600,000）

1,200,000
（840,000）

1,800,000
（ － ）

2,400,000
（1,200,000）JPY

5,100
（ ↑ ）

6,300
（ ↑ ）

10,200
（9,000）

15,300
（ － ）

20,400
（12,600）USD

36,000
（ ↑ ）

45,000
（ ↑ ）

72,000
（63,600）

108,000
（ － ）

144,000
（86,400）CNY
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4. 情報プラットフォームの機能強化
これまで蓄積してきた⼀次情報について、コンテンツ間でシステム的に連携
させることで関連情報を⼀度に閲覧できるようにするなど、ユーザーエクス
ペリエンスの向上を図った。
 様々な切り⼝で台数データを集計可能にしたカスタマイズ集計機能を実装した。
 OEM拠点/供給メーカーコンテンツ内で、⼯場ごとの部品供給情報およびモデル詳細を表

⽰するように改良した。
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5. ⾃動⾞ファンド事業における投資実⾏
⾃動⾞産業⽀援ファンド2021投資事業有限責任組合を通して2025年2⽉
に株式会社ミックウェア（兵庫県神⼾市）及び同年12⽉にKopherBit
Co., Ltd.（台湾）に対し投資を実⾏。ミックウェアは2026年1⽉に⽶国
証券取引委員会に対し、⽶国預託株式の新規公開計画に関する登録届出
書を提出したと発表した。

株式会社ミックウェア
⾞載プラットフォーム、ナビゲーション、位置情報
サービスのソフトウェアの企画、開発、製作、販売を
⾏っている兵庫県発の企業。ナビ関連では⽇本初の⾃
動⾞向けTier1ソフトベンダーであり、IVI⾞載器のソ
フトウェア開発の全⼯程にワンストップで対応できる
ことが特徴。

KopherBit Co., Ltd.
VCU（Vehicle Control Unit）及び、それに付随する⾞
載ソフトウェアの開発プラットフォームの開発を⾏って
いる台湾ITRI発スタートアップ企業。ハードソフト両⾯
でのサービス提供が可能なため Tier1にもTier2にもなれ
るビジネスモデルが特徴。
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6. 株式会社マークラインズソフト開発の設⽴

合弁会社の概要

株式会社マークラインズソフト開発名 称

⽇本市場における⾞載向けソフトウェアの開発受託サービス事業内容

東京都港区六本⽊7丁⽬15番9号
六本⽊セントラルタワー14F所 在 地

2025年4⽉設 ⽴

90百万円資本⾦

マークラインズ: 51%
華勤技術股份有限公司 (Huaqin Technology Co., Ltd.): 49%出資者及び⽐率

次世代モビリティでは、⾞両の機能がソフトウェアによって定義され
るSDV（ソフトウェア定義型⾞両）が重要な要素となっている。これ
を受け、当社はHuaqin Technology Co., Ltd.（中国）と合弁会社を
設⽴し、主に⽇系メーカーを対象とした⾞載ソフトウェア開発受託サ
ービスの提供を開始した。既に引き合いも受けており、2026年受注
に向け営業活動を進めている。
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7. 本社オフィス移転
本社オフィスおよび⾚坂サテライトオフィスを統合し、本社機能の⼀
体運営を図るため⼭王パークタワー（旧本社オフィス）から六本⽊セ
ントラルタワー（新本社オフィス）へ移転した。

新本社オフィスの概要

六本⽊セントラルタワー名 称

東京都港区六本⽊7丁⽬15番9号所 在 地

2025年12⽉移転時期

およそ200名収容⼈数
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連結業績サマリー
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(単位︓百万円)

要 因
前期⽐
(%)

2025年12⽉期

対予想⽐
(％)

2025年
業績予想値
(修正後)

実績

情報プラットフォーム事業は前期⽐5.6%増
加。その他の事業について、プロモーション
広告事業が好調に推移したが他事業が低調
だったため前期⽐減。全体では前期⽐で横ば
いに推移。

+0.1△0.55,6005,570連 結 売 上 ⾼

売上⾼が横ばいに推移したこと、ベンチマー
クセンターの稼働などにより固定費が増加し
前期⽐5.4％減。

△5.4△0.22,1002,095連結営業利益

営業利益が前期⽐5.4％減となったことによ
り、前期⽐3.6％減。△3.6+2.22,1002,146連結経常利益

経常利益が前期⽐3.6％減となったことによ
り、前期⽐3.7％減。△3.7+4.81,4501,519

親会社株主に
帰 属 す る
当 期 純 利 益
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連結業績サマリー

連結業績の推移
百万円

2023Q1 2023Q2 2023Q3 2023Q4 2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4

売上⾼ 1,275 1,122 1,187 1,259 1,589 1,196 1,205 1,571 1,587 1,342 1,232 1,408

営業利益 527 445 481 537 644 469 471 630 590 481 464 559

0

500

1,000

1,500

2,000
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連結業績サマリー

百万円

四半期毎の連結業績の⽐較

百万円

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

FY2023 1,275 1,122 1,187 1,259

FY2024 1,589 1,196 1,205 1,571

FY2025 1,587 1,342 1,232 1,408

0

500

1,000

1,500

2,000
売上⾼

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

FY2023 527 445 481 537

FY2024 644 469 471 630

FY2025 590 481 464 559

0

500

1,000
営業利益

 Q1について、前期Q1は⾞両分解・計測事業で⼀過性の売上が計上されるなど前年同期の業績が特に好調だった反動を受けた
こと、BYDなど新興メーカーの台頭が⼀部の⾃動⾞/部品メーカーの業績悪化を招き当社サービスへの受注動向に影響を与え
たことにより前期に及ばなかった。利益⾯については、前期下期に設⽴したベンチマークセンター、深圳⼦会社、及び福岡
コールセンターに係る固定費増の影響も受け前年同四半期⽐で減少した。

 Q2について、⽶国の関税政策に係る影響が⾒通せないことから多くの⾃動⾞/部品メーカーが予算執⾏を差し控えた結果、
当社の市場予測情報販売、プロモーション広告事業を除く各サービスの受注動向に影響を与えた。ただ、市場予測情報販売、
及びプロモーション広告事業が引き続き好調に推移したこと、及びコンサルティング、⾞両分解・計測、分解調査データ販
売事業における受注が対前年同四半期で改善したことなどから売上⾼、営業利益ともに増加した。

 Q3について、⽶国の関税政策の⾏⽅は⼀応の決着を迎えたが⽶国の関税が⽇系・欧州メーカーの業績に与える影響は⼤きく、
また、中国市場においても競争が激化しており⾃動⾞業界を取り巻く環境は厳しさが増している。このような状況から当社
が展開している各サービスの受注も第２四半期に続き苦しい状況が続いたが、円安効果により情報プラットフォーム事業の
売上が増加するなど連結売上⾼としては前年同四半期を上回った。⼀⽅、営業利益については、⼈件費など固定費増加の影
響を吸収しきれず減少した。

 Q4について、⾃動⾞業界を取り巻く環境が引き続き厳しい状況で推移する中、当社が運営する各事業の業績も影響を受けた。
特にコンサルティング事業、及び分解調査データ販売事業の受注が前年同四半期との⽐較で減少したことから、売上⾼、営
業利益ともに減少した。
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連結売上⾼増減要因

売上⾼（+8）

情報プラット
フォーム事業
の売上⾼増加

情報プラット
フォーム事業
以外の売上⾼
減少

為替変動

5,562

(単位︓百万円)

+140

△196

+64

情報プラットフォーム事業以外の売上⾼増減の主な内訳
 プロモーション広告事業の売上⾼は22百万円増加した。
 ⼈材紹介事業の売上⾼は12百万円増加した。
 コンサルティング事業の売上⾼は139百万円減少した。
 分解調査データ販売事業の売上⾼は70百万円減少した。

為替変動内訳
 USドル、⼈⺠元、ユーロ等の影響により外貨建の売上が64百万円増加した。

（前年同期⽐）

2024年通期 2025年通期

5,570
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連結営業利益増減要因
連結業績サマリー

20

 ベンチマークセンター稼働に伴い⼈件費含む固定費はおよそ97百万円増加した。
 ベースアップ等の影響により⽇本、海外⼦会社ともに⼈件費は増加した。
 為替変動による増加の⼤半は情報プラットフォーム事業に係るものである。

(単位︓百万円)

営業利益（△122）

2,216 ＋122

△97 △26 △11
△147

+38

各事業の売上
増減に伴う
利益増加

ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸｾﾝﾀｰ
固定費（含
む⼈件費）

深圳⼦会社
固定費（含
む⼈件費）

福岡ｺｰﾙｾﾝﾀｰ
固定費（含む
⼈件費） 左記３拠点除

く⼈件費等の
固定費

為替変動

（前年同期⽐）

換算⽅法FY2025FY2024情報プラットフォーム事業の換算レート対象

各契約の⼊⾦時のスポットレートで換算150.41146.37USD（各契約の換算レートの加重平均）

売上⾼ 各契約の⼊⾦時のスポットレートで換算163.23157.94EUR（各契約の換算レートの加重平均）

累計の⼈⺠元売上⾼を各四半期末のスポットレートで換算22.3221.63CNY（期末スポットレート）

累計の⽶ドル費⽤を各四半期末のスポットレートで換算156.56158.18USD（期末スポットレート）

費 ⽤ 累計のユーロ費⽤を各四半期末のスポットレートで換算184.33164.92EUR（期末スポットレート）

累計の⼈⺠元費⽤を各四半期末のスポットレートで換算22.3221.63CNY（期末スポットレート）

2024年通期 2025年通期

2,095
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(単位︓百万円)

前期⽐2025年
実績

2024年
実績事業部

+5.6%+2053,8343,629売上⾼
情報プラットフォーム事業

+1.5％+281,8971,869セグメント利益

+20.2%+22136113売上⾼
プロモーション広告事業

+7.5%+710396セグメント利益

+3.0%+8304295売上⾼
市場予測情報販売事業

+4.2%+39187セグメント利益

△6.6%△32462494売上⾼
⾞両・部品調達代⾏事業

△44.0%△222850セグメント利益

△37.8%△70116186売上⾼
分解調査データ販売事業

△56.4%△362864セグメント利益

+0.0%+03939売上⾼
⾃動⾞ファンド事業

+241.2%+12175セグメント利益

△22.4％△139486625売上⾼
コンサルティング事業

△86.6％△56865セグメント利益

+15.9％+129178売上⾼
⼈材紹介事業

－△0△33△33セグメント利益

+2.0%+210098売上⾼
⾞両分解・計測事業

－△47△3610セグメント利益

－－－－売上⾼
その他

－△8△8－セグメント利益

+0.1%+85,5705,562連結売上⾼

△5.4%△1202,0952,216連結営業利益
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セグメント別損益（情報プラットフォーム事業）
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(単位︓百万円) 四半期毎の業績の推移

① 情報プラットフォーム事業の業績概況
⽇系・欧⽶メーカーの業績不振などを背景に、新規契約が停滞するとともに
解約が増加。⼀⽅で、これまでに獲得した契約の積み上がりに加え、⼈⺠元
⾼の進⾏による増収効果もあり、売上⾼は前期⽐で5.6%増加した。

2023Q1 2023Q2 2023Q3 2023Q4 2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4

売上⾼ 730 765 807 805 861 910 890 966 948 935 956 993

営業利益 366 379 404 427 423 462 480 502 451 453 486 504
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（単位︓百万円）

セグメント別損益（情報プラットフォーム事業）
② 地域別売上⾼

情報プラットフォーム事業の地域別売上⾼

増減要因前期⽐
（％）

2025年
通期

2024年
通期

前期における契約数増加の効果が持続し売上⾼も増加。+1.21,3771,361⽇ 本

前年期末との⽐較で⼈⺠元⾼に振れたことにより円建ての売
上⾼が増加。+4.1670644中 国

前期においてインドの新規契約獲得が好調だったこと、及び
円安効果で売上⾼が増加。+7.8714663ア ジ ア

引き続き契約獲得が好調に推移したことに加えて円安効果も
⼿伝って売上⾼は増加。+14.3585512北 ⽶

前期の契約数増の効果、及び円安効果も持続し売上⾼も増加。+7.1450420欧 州

－+27.13528そ の 他

－+5.63,8343,629合 計
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4.1% 6.0% 8.4%
12.1% 15.0%

18.9% 21.4% 22.1% 24.0% 25.5% 26.6% 28.2% 30.5% 33.2% 35.2% 36.8% 37.1%
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6.3%

6.1%
7.3%

7.8% 7.6%
7.6%

8.6% 9.4% 9.7%
10.1%

10.5%
11.2% 11.6% 11.7%

11.9%
11.9%

10.9%
9.7%

10.1%

11.1%
10.9% 10.4% 8.9%

8.6%
8.9%

9.2%
9.8%

10.5%
12.3%

14.1% 15.3%
78.0% 75.7% 73.9% 71.9% 68.8%

62.7% 59.9% 59.9% 59.5% 57.3% 55.1% 52.9% 49.6%
45.8%

41.3%
37.5% 35.9%

FY2009 FY2010 FY2011 FY2012 FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

アジア・その他 欧州 北⽶ ⽇本

海外売上
⾼⽐率
64.1%

セグメント別損益（情報プラットフォーム事業）

情報プラットフォーム事業地域別売上⾼の構成⽐

③ 地域別売上⾼の構成⽐
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セグメント別損益（情報プラットフォーム事業）
④ 契約企業数及びご利⽤企業数

1,319 1,494 1,602 1,707 1,847 2,007 2,134 2,252 2,327 2,306 2,288 2,276 2,252 
283 318 363 432 505 641 740 850 910 899 890 876 862 

273 
362 441 516 581 
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822 

939 1,064 1,058 1,053 1,057 1,045 
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211 229 

284 
332 

421 
460 
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354 
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4,660 
5,174 

5,616 5,586 5,556 5,535 5,476 

0
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4,000

5,000

6,000

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年Q1 2025年Q2 2025年Q3 2025年Q4

地域別契約数

⽇本 中国 アジア 北⽶ 欧州 その他 合計

2,519 2,502 2,493 2454

1,274 1,252 1,239 1219

1,618 1,607 1,609 1581

1,037 1,038 1,045 1041

995 979 970 966
167 167 170 169

0 0 0 0 0 0 0 0 0 

7,610 7,545 7,526 7,430 
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地域別ご利⽤企業数

 2025年に⼊り世界全体で急速に外部環境が変化したことを受け不況耐性に乏しい中堅・⼩規模企業の解
約が増加し、⽇本、中国、アジア、北⽶、欧州で契約数/ご利⽤企業数ともに減少した。
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セグメント別損益（情報プラットフォーム事業）

 ⽐較的⾼価格帯プランの申し込みが増加し円建ての平均単価が押し上げられた。

【既存顧客の平均契約単価】

【新規顧客の平均契約単価】

 2025年１⽉以降、⼤型案件の受注推進に⼒を⼊れ始め契約⾦額の引き上げに取り組んでおり、その成果が
現れつつある。

 解約する企業は中堅・⼩規模企業の単価の低い契約が中⼼であるため、平均単価を若⼲押し上げる結果と
なった。

⑤ 主要通貨別の平均契約単価（現地通貨建て）

変化率
(b) / (a)

2025年通期
（ｂ）

2025年
Q4

2025年
Q3

2025年
Q2

2025年
Q1

2024年通期
（a）

2024年
Q4

2024年
Q3

2024年
Q2

2024年
Q1通貨

+17.5％676,636 675,750707,167623,810 686,341 575,627 567,378 573,043 567,113 590,918 JPY

+10.3%5,272 5,3805,4925,213 5,061 4,779 4,636 4,769 4,790 4,917 USD

+1.9%35,947 36,94734,80336,487 35,480 35,287 35,689 33,480 35,193 36,538 CNY

+11.3%5,100 5,1425,2214,799 4,871 4,584 4,291 4,485 4,045 5,261 EUR

変化率
（b）/（a）

2025年Q4末
（ｂ）2025年Q3末2025年Q2末2025年Q1末2024年Q4末

（a）通貨

+8.6%636,004601,033596,599592,586585,378JPY

+3.1%5,3395,2215,1945,1875,177USD

+8.2%37,08236,84436,77536,86336,780CNY

+3.5%5,2745,2215,1765,1245,095EUR
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セグメント別損益（プロモーション広告事業 LINES）

27

(単位︓百万円) 四半期毎の業績の推移

当連結会計年度のプロモーション広告事業は、リピート顧客からの受注が安定的
に推移したこと、及び案件当たりの受注額が上昇したことにより好調に推移した。
さらに、PRメール配信数の増加も⼿伝って売上⾼は約２割の増加となった。

2023Q1 2023Q2 2023Q3 2023Q4 2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4

売上⾼ 19 23 23 27 29 25 25 32 29 38 33 34

営業利益 14 18 19 23 23 20 21 29 24 29 24 25
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セグメント別損益（市場予測情報販売事業）

28

当連結会計年度の市場予測情報販売事業は、第３四半期において顧客の予算削減
などを理由とした解約が⼀時的に増加。⼀⽅で、BYDなど中国メーカーの躍進に
より⾃動⾞産業界の勢⼒図が⼤きく変化する可能性が⾼まっていることや、⽶国
の関税政策によりサプライチェーン戦略を⾒直す機運が⾼まっていることから、
台数予測情報に対する需要は引き続き⾼⽔準で推移した。その結果、売上⾼、セ
グメント利益ともに増加した。

(単位︓百万円)

四半期毎の業績の推移

2023Q1 2023Q2 2023Q3 2023Q4 2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4

売上⾼ 48 78 49 56 63 94 54 83 68 119 31 85

営業利益 14 21 16 22 18 28 15 24 21 37 6 25
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セグメント別損益（⾞両・部品調達代⾏事業）

29

(単位︓百万円) 四半期毎の業績の推移

当連結会計年度における⾞両・部品調達代⾏事業は、上期において⾞両本体など
単価の⾼い調達案件が増加し、売上⾼の増加に寄与した。⼀⽅で、第３四半期に
おいて受注が低調に推移したことから、通期では売上⾼およびセグメント利益と
もに前期⽐で減少した。

2023Q1 2023Q2 2023Q3 2023Q4 2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4

売上⾼ 127 79 117 132 154 80 145 114 162 90 83 125

営業利益 20 5 11 18 23 △ 0 20 7 22 2 △ 1 4
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セグメント別損益（分解調査データ販売事業）

30

(単位︓百万円) 四半期毎の業績の推移

当連結会計年度における分解調査データ販売事業は、⽶国、欧州におけるEV化の
⼀時的な減速を受け、Tesla Cybertruckを初めとするEV関連の分析レポートの
販売が想定を下回った。また、提携先であるMunro & Associatesが分析レポー
ト作成業務から事実上撤退したことによりレポートのラインアップ強化を図るこ
とができず、売上⾼及びセグメント利益ともに前期⽐で減少した。

2023Q1 2023Q2 2023Q3 2023Q4 2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4

売上⾼ 131 26 44 49 82 11 11 81 76 20 18 0

営業利益 59 9 15 20 32 5 △ 0 27 33 0 0 △ 5
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セグメント別損益（⾃動⾞ファンド事業）

31

(単位︓百万円)

四半期毎の業績の推移

当連結会計年度の⾃動⾞ファンド事業は、体制に⼤きな変更がなかったため売上⾼
は横ばいで推移したが、セグメント利益については固定費の減少を受け増加した。

2023Q1 2023Q2 2023Q3 2023Q4 2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4

売上⾼ 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

営業利益 1 △ 0 1 0 1 △ 0 1 2 4 3 4 3
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セグメント別損益（コンサルティング事業）

32

(単位︓百万円)

四半期毎の業績の推移

当連結会計年度のコンサルティング事業は、トランプ政権による関税政策の発表と主
要顧客である⽇系メーカーの新事業年度のスタート時期が重なったことにより⽇本の
⾃動⾞/⼤⼿部品メーカーの予算執⾏が４⽉以降滞り、受注が低調に推移。その結果、
売上⾼及びセグメント利益ともに減少した。
当該事業の受注増を図るため主要な⾃動⾞メーカー向けの技術展⽰会を開催したこと
により、⾜元では引き合いが増加傾向にある。

2023Q1 2023Q2 2023Q3 2023Q4 2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4

売上⾼ 161 87 100 139 271 42 52 259 231 73 68 111

営業利益 36 △ 6 6 12 88 △ 39 △ 38 55 34 △ 24 △ 22 20
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セグメント別損益（⼈材紹介事業）

33

(単位︓百万円)

四半期毎の業績の推移

当連結会計年度の⼈材紹介事業は、成約件数が40件（前期37件）となった。⼀部
の⾃動⾞メーカーにおいて採⽤抑制の動きが継続する中、業績は低調に推移してい
るが、前期の第３四半期を底にゆるやかな改善傾向を⽰している。

2023Q1 2023Q2 2023Q3 2023Q4 2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4

売上⾼ 45 51 34 36 23 19 16 18 22 27 24 16

営業利益 13 17 6 12 △ 0 △ 6 △ 15 △ 10 △ 4 △ 7 △ 9 △ 12
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セグメント別損益（⾞両分解・計測事業）

34

(単位︓百万円)
四半期毎の業績の推移

前期８⽉から神奈川県厚⽊市で稼働しているベンチマークセンターでは、当該地
域の⾃動⾞メーカーの業績悪化を受け受注が当初想定を下回った。⼀⽅で、同セ
ンター稼働以降、認知度向上に向けた取り組みを継続した効果により多様な案件
の引き合いが増加し、売上⾼は前期⽐２％の増加となった。利益⾯については固
定費増を受け営業損失を計上した。

2023Q1 2023Q2 2023Q3 2023Q4 2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4

売上⾼ 93 0 0 4 37 26 5 30

営業利益 32 △ 0 △ 12 △ 8 0 △ 10 △ 22 △ 4
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III.業績予想
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通期業績予想 1/2

（単位︓百万円）

2026年12⽉期計画の前提となる為替レートは下記の通り。
USD157円、EUR186円、CNY22.5円

※1

前期比
（%）

2026年
12月期計画

2025年
12月期実績

+10.4%6,1505,570連 結 売 上 高

+12.1%2,3502,095連 結 営 業 利 益

+10.9%2,3802,146連 結 経 常 利 益

+9.2%1,6601,519親会社株主に帰属する当
期 純 利 益
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通期業績予想 2/2

7 59
 16
1 27
8 42

5 53
8 

60
3 

66
5 

59
9 

59
2 

67
3 

74
3 85
2 1,

05
3

1,
23

2

1,
43

2

1,
68

0 2,
04

3 2,
38

0 

2,
66

3 

3,
49

8 

4,
12

5 

4,
84

5 

5,
56

2 

5,
57

0 6,
15

0 

△
19

2

△
18

0

△
96 8 75 12

2

13
2

12
5

99 11
1

16
1

20
5

24
2 34
4

42
3

51
0 63
6 74
0 88

4

95
7 1,

27
0 1,
62

2 1,
98

8

2,
22

7

2,
14

6

2,
38

0

売上⾼ 経常利益

（単位︓百万円）

2025年12⽉期には15期連続となる最⾼益更新を達成することが
出来なかったが、2026年12⽉期は再び最⾼益を更新する⾒通し。
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IV. 成⻑戦略
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1. ⽣成AIによるサービス価値の⾶躍的向上

39

① 「マークラインズ⽣成AI β版」について

2026年1⽉に情報プラットフォーム法⼈会員向けの追加サービスとして、新機能である「
マークラインズ⽣成AI β版」の提供を開始した。本機能は、当社が保有する⾃動⾞関連デ
ータから、利⽤者が⾃然⾔語で質問するだけで、必要かつ信頼性の⾼い「データ」を提⽰
するとともに、当社サイト内の豊富な情報を活⽤して「分析」し、その結果を⽂章で⽣成
するAI機能。

1. 検索結果では「データ」と
「分析」を同時にご案内

2. 広範囲の⾃動⾞情報を
横断的に検索

3. 質問と回答は60カ国以上の
⾔語で可能

＜ 特徴 ＞
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1. ⽣成AIによるサービス価値の⾶躍的向上

40

② ⾜元の開発動向

本機能は試験運⽤を⽬的とするβ版として提供を開始した。⾜元では、利⽤者からのフィ
ードバックをもとに機能改善を進めており、当該改善完了後に正式版のリリース予定。

分析時間の
短縮

多⾔語対応
の精度向上

質問に対する
回答精度の向上

＜ 取組中の課題 ＞
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1. ⽣成AIによるサービス価値の⾶躍的向上

41

③ 正式版リリース後に実現を⽬指す内容

「マークラインズ⽣成AI」の機能拡充を進め、さらに精度を上げ、⾃動⾞業界のユーザ
ーが直⾯している課題の解消を実現するため、スピードと品質を両⽴した情報を回答で
きる機能の提供を⽬指す。

 ⼀般の⽣成AIでは検索できない外部から守られたマークラインズの独⾃情報を活⽤し、
⾃動⾞業界のユーザーが業務において安⼼してご利⽤いただくため正確かつ⽰唆に富ん
だ回答を提⽰する。

 質問に対する回答の延⻑線上にユーザーが抱えている課題・問題に対するソリューショ
ンを提供する。
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2．専有データ基盤 × ⼀次情報
⼀般の⽣成AIが検索できない当社が独⾃収集する⼀次情報の価値がこれま
で以上に⾼まっている。当該コンテンツを今まで以上に充実させることで
データ基盤の増強を図る。

42

 創業以来25年に亘って蓄積してきた情報を更に増強し、他社の追随を許さないデータ
ベースを構築する。

 顧客との信頼関係を活⽤してインタビューを実施する、知⾒を活⽤した分析レポートを
掲載するなど、当社独⾃のコンテンツの増強を推進する。

 ベンチマークセンターで取り扱う⾞両本体や各種コンポーネントなどの現物を分析/計測
するなどして得られる情報を強化する。
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3．情報プラットフォーム既存契約の価格改定

400

500

600

700

情報プラットフォーム既存顧客の平均契約単価（為替影響含む）

千円

2025年末に更新を迎える契約から順次、価格改定を進めており、2026年末
までに当該活動を完了する。
 価格改定により既存契約の平均単価は今後2年間にわたって毎⽉段階的に引き上がる

⾒通し。
 2027年以降についてはインフレや他社の価格動向を⾒極めながら価格の是正を⾏って

いく。
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4. ⽶中欧印の新規契約獲得/アップセル促進
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 ⼤⼿企業ついては、開発部⾨における利⽤者増を図るため⼀定期間のID無償提供を推進する。
 「マークラインズ⽣成AI」のリリースや⼀次情報の強化を進めることで、情報プラットフォームの付加価値の

向上を図り、新規契約獲得やアップセルを推進する。
 北⽶ならびに中国における営業活動をより機動的に⾏うため、⽶国⼦会社の責任者を北⽶統括に、上海⼦会社

の責任者を中国統括にそれぞれ据えた。引き続き、⽶・墨および上海・深圳における⼦会社間の連携を強化し
各地域の新規契約獲得を推進する。

 インド⼦会社については、引き続き営業機能を強化するため⼈員増強を進め、同国の地場企業を中⼼に契約獲
得を推進する。

⼤きな潜在市場にもかかわらず未だ契約数の少ない中国・北⽶・欧州・インドの契約
獲得/アップセルの推進を図る。
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5. リバースエンジニアリング分野の強化
当社が提供している様々なサービスの認知度向上を図るため2025年度に各⾃動⾞
メーカー向けに技術展⽰会を開催した。当該活動の成果を創出するため、ベンチマ
ークセンターにおいて提携先の拡⼤および⼈員体制強化を図り、業績が好調なトヨ
タグループを中⼼に各メーカーからの受注を促進する。
 電動化の進展に伴い好調なECUベンチマークについては増員を⾏い受注増を図る。
 これまで困難だったバッテリーの調達が可能となったため、当該コンポーネントの調達案件

の推進を図る。
 ⾃社で実⾞両を調達し分解計測する案件について、他社との連携を深め⾼収益化を⽬指す。
 請負い案件について、EV化、⾃動運転技術導⼊が進む商⽤⾞や⼆輪⾞の分野へとサービス領

域を拡⼤し受注増を図る。
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V. 参考情報
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 各事業部のセグメント利益⼜は損失 1/4
当社では、『事業部別セグメント損益』については、2024年第２四半期まで『調整額』として記載していた役員
報酬、間接部⾨の⼈件費及びオフィスの賃料などの全社費⽤を2024年第３四半期から全額、各事業部の⼈員数に
応じて各事業部に配賦したため、同四半期から各事業部のセグメント損益は表⾯上、悪化した記載となりました。
これは、各事業の損益を正確に算出するために⾏ったもので最終損益には影響ありません。

下記は、従来の計算⽅法及び現在の計算⽅法双⽅のセグメント損益を四半期ごとに記載したものです。

※ セグメント利益⼜はセグメント損失（2024Q2までの計算⽅法）︓従来の計算⽅法
セグメント利益⼜はセグメント損失（2024Q3以降の計算⽅法）︓現在の計算⽅法
共通費配賦額︓第２四半期までの調整値（全社費⽤）

情報プラットフォーム事業 （単位︓千円）

2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 FY2024 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4 FY2025
売上⾼ 861,923 910,808 890,856 966,265 3,629,853 948,626 935,780 956,951 993,525 3,834,884
セグメント利益⼜は損失
(2024Q2までの計算⽅法)

518,581 555,549 582,152 607,307 2,263,591 579,888 579,229 598,697 612,401 2,370,216

共通費配賦額 -94,636 -93,209 -102,070 -104,506 -394,423 -127,897 -125,399 -112,136 -107,559 -472,992
セグメント利益⼜は損失
(2024Q3以降の計算⽅法)

423,945 462,339 480,081 502,801 1,869,167 451,990 453,830 486,561 504,841 1,897,223

プロモーション広告事業 （単位︓千円）

2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 FY2024 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4 FY2025
売上⾼ 29,313 25,964 25,056 32,852 113,187 29,634 38,547 33,171 34,662 136,015
セグメント利益⼜は損失
(2024Q2までの計算⽅法)

26,198 22,780 23,453 31,581 104,014 27,126 33,352 27,989 29,442 117,911

共通費配賦額 -2,259 -2,198 -1,588 -1,623 -7,670 -2,410 -4,191 -3,792 -3,913 -14,308
セグメント利益⼜は損失
(2024Q3以降の計算⽅法)

23,939 20,581 21,865 29,957 96,343 24,715 29,161 24,196 25,528 103,602
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 各事業部のセグメント利益⼜は損失 2/4
コンサルティング事業 （単位︓千円）

2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 FY2024 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4 FY2025
売上⾼ 271,240 42,900 52,160 259,620 625,920 231,918 73,264 68,875 111,950 486,008
セグメント利益⼜は損失
(2024Q2までの計算⽅法)

103,556 -18,363 -10,826 81,807 156,173 64,930 3,505 1,544 41,520 111,501

共通費配賦額 -15,131 -21,061 -27,804 -26,450 -90,446 -30,003 -27,959 -23,890 -20,859 -102,713
セグメント利益⼜は損失
(2024Q3以降の計算⽅法)

88,425 -39,424 -38,630 55,357 65,727 34,927 -24,454 -22,345 20,661 8,788

市場予測情報販売事業 （単位︓千円）

2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 FY2024 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4 FY2025
売上⾼ 63,578 94,372 54,344 83,361 295,657 68,356 119,302 31,558 85,339 304,556
セグメント利益⼜は損失
(2024Q2までの計算⽅法)

19,760 30,077 18,424 27,267 95,530 24,658 40,665 8,609 28,196 102,130

共通費配賦額 -1,129 -1,777 -2,470 -2,423 -7,801 -2,826 -2,794 -2,528 -2,609 -10,758
セグメント利益⼜は損失
(2024Q3以降の計算⽅法)

18,631 28,300 15,953 24,844 87,729 21,832 37,871 6,080 25,587 91,371

⼈材紹介事業 （単位︓千円）

2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 FY2024 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4 FY2025
売上⾼ 23,748 19,747 16,612 18,668 78,776 22,473 27,481 24,722 16,639 91,317
セグメント利益⼜は損失
(2024Q2までの計算⽅法)

5,005 318 -6,808 -2,137 -3,621 4,562 3,792 924 -2,905 6,374

共通費配賦額 -5,648 -7,274 -8,646 -8,483 -30,052 -8,988 -11,177 -10,113 -9,931 -40,209
セグメント利益⼜は損失
(2024Q3以降の計算⽅法)

-642 -6,955 -15,454 -10,621 -33,673 -4,425 -7,385 -9,188 -12,836 -33,835

※ セグメント利益⼜はセグメント損失（2024Q2までの計算⽅法）︓従来の計算⽅法
セグメント利益⼜はセグメント損失（2024Q3以降の計算⽅法）︓現在の計算⽅法
共通費配賦額︓第２四半期までの調整額（全社費⽤）
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 各事業部のセグメント利益⼜は損失 3/4
⾞両・部品調達代⾏事業 （単位︓千円）

2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 FY2024 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4 FY2025
売上⾼ 154,232 80,595 145,188 114,741 494,756 162,775 90,609 83,468 125,332 462,186
セグメント利益⼜は損失
(2024Q2までの計算⽅法)

28,748 6,076 30,355 17,545 82,725 31,774 11,801 10,931 17,749 72,255

共通費配賦額 -5,688 -6,533 -10,234 -10,082 -32,539 -9,124 -9,760 -12,324 -12,956 -44,165
セグメント利益⼜は損失
(2024Q3以降の計算⽅法)

23,060 -457 20,120 7,462 50,186 22,649 2,040 -1,393 4,792 28,090

分解調査データ販売事業 （単位︓千円）

2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 FY2024 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4 FY2025
売上⾼ 82,107 11,912 11,405 81,166 186,591 76,797 20,989 18,242 0 116,029
セグメント利益⼜は損失
(2024Q2までの計算⽅法)

33,523 6,875 2,684 30,350 73,433 36,328 3,343 2,986 -3,662 38,996

共通費配賦額 -1,079 -1,241 -3,327 -3,338 -8,987 -2,729 -3,233 -2,918 -2,047 -10,930
セグメント利益⼜は損失
(2024Q3以降の計算⽅法)

32,443 5,633 -642 27,012 64,446 33,599 109 67 -5,710 28,066

⾞両分解・計測事業 （単位︓千円）

2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 FY2024 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4 FY2025
売上⾼ 93,600 0 0 4,560 98,160 37,020 26,532 5,720 30,900 100,172
セグメント利益⼜は損失
(2024Q2までの計算⽅法)

36,341 -2 -7,208 -1,107 28,023 10,513 -161 -12,643 5,878 3,586

共通費配賦額 -3,388 0 -5,771 -7,889 -17,049 -10,401 -9,862 -9,910 -9,942 -40,117
セグメント利益⼜は損失
(2024Q3以降の計算⽅法)

32,952 -2 -12,979 -8,996 10,974 112 -10,024 -22,554 -4,064 -36,530

※ セグメント利益⼜はセグメント損失（2024Q2までの計算⽅法）︓従来の計算⽅法
セグメント利益⼜はセグメント損失（2024Q3以降の計算⽅法）︓現在の計算⽅法
共通費配賦額︓第２四半期までの調整額（全社費⽤）
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 各事業部のセグメント利益⼜は損失 4/4
⾃動⾞ファンド事業 （単位︓千円）

2024Q1 2024Q2 2024Q3 2024Q4 FY2024 2025Q1 2025Q2 2025Q3 2025Q4 FY2025
売上⾼ 9,746 9,746 9,853 9,853 39,200 9,665 9,773 9,880 9,880 39,200
セグメント利益⼜は損失
(2024Q2までの計算⽅法)

1,315 -384 1,448 2,824 5,203 4,884 3,984 4,981 3,905 17,755

共通費配賦額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
セグメント利益⼜は損失
(2024Q3以降の計算⽅法)

1,315 -384 1,448 2,824 5,203 4,884 3,984 4,981 3,905 17,755

※ セグメント利益⼜はセグメント損失（2024Q2までの計算⽅法）︓従来の計算⽅法
セグメント利益⼜はセグメント損失（2024Q3以降の計算⽅法）︓現在の計算⽅法
共通費配賦額︓第２四半期までの調整額（全社費⽤）


